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山口和代
要　　旨
　本稿は総合政策学部留学生向け日本語科目「日本語Ⅲ（総合）」の授業実践報告
である。
　本学部の日本語プログラムは、共通教育科目である日本語科目として位置づけら
れ、学部での勉学や勉学生活に資するアカデミック・ジャパニーズの養成を目指し
た授業を行っている。「日本語Ⅲ（総合）」に関しては、2016年度以前には、学期
始めにテーマ設定を行い、学期終盤に行われる口頭発表とレポート作成を目標に準
備を進めるという流れで授業が実施されてきた。2017年度には、学部のカリキュ
ラム改正に伴い、「日本語Ⅲ（総合）」のシラバスを大幅に変更した。学期の前半で
は、社会的コンテンツに関する知識を広げることを目指し、時事問題に関する資料
の講読と関連ニュースの報告を行い、後半にはテーマ設定と学期終盤に行われる口
頭発表とレポート作成を目指すという流れで授業を実施することにした。
　本稿では、まず、本学部の日本語プログラムを概観したうえで、「日本語Ⅲ（総合）」
について、他の科目との関連と位置づけ、2017年度以前と以降の授業の概要およ
び実践、今後の課題について述べる。
キーワード：アカデミック・ジャパニーズ、アカデミック・リテラシー、
社会的コンテンツ、専門分野、内容重視
1．はじめに
　大学で留学生活を送り、単位を取得して卒業するために必要な技能としては、生活スキ
ルと講義を聞くためなどに必要な学習スキルが不可欠である。一般に生活スキルといった
場合、基本的な日本語能力と社会適応能力が必要となるが、これらには様々な手続きを処
理する能力も含まれる。このようなスキルは、森（2005）が指摘しているように、「アカデ
ミック・ジャパニーズ」とは区別し、「キャンパス・ジャパニース」として、教職員や友人
とコミュニケーションをとるための日本語能力と同レベルに位置付けるべきものである。
　一方、アカデミックな能力と言える、抽象的な思考、専門書の読み書きなどのアカデミッ
ク・リテラシーを日本語で実現するために必要な学習スキルが「アカデミック・ジャパニー
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ズ」である。本学部の日本語プログラムは、学部での勉学生活に資するアカデミック・ジャ
パニーズの養成を目指し、共通教育科目である日本語科目として位置づけられている。留
学生は一部の共通教育科目や学科科目を日本人学生とともに履修しながら通常1年半で日
本語科目の単位を取得する。日本語科目は日本語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの3つのレベルに分かれ、日
本語Ⅰでは「文法」・「読解作文」・「運用」、日本語Ⅱおよび日本語Ⅲでは、それぞれ「読解」・
「表現技術A（口頭表現）」・「表現技術Ｂ（文章表現）」・「総合」といった科目が配置され
ている。日本語Ⅱと日本語Ⅲに関しては、どの科目においても総合政策学部にふさわしい
社会的コンテンツを伴うシラバス・デザインをおこなっている。
　本稿では、総合政策学部留学生向け日本語科目「日本語Ⅲ（総合）」の授業実践につい
て報告する。そこで、まず、本学部の日本語プログラムを概観したうえで、「日本語Ⅲ（総
合）」について、他の科目との関連と位置づけ、2016年度以前の授業概要と、学部のカリキュ
ラム改正が行われた2017年度以降の授業の概要および実践と今後の課題について述べる。
2．総合政策学部における日本語カリキュラム
　総合政策学部では、4年間の学部教育の中で、主に日本語未習の留学生を対象とし、学
部教育の一環として日本語プログラムを提供している。共通教育である日本語科目は日本
語Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの3つのレベルに分かれている。日本語Ⅰでは日本語の基礎となる言語重視
の科目、日本語Ⅱ、日本語Ⅲでは、内容重視の科目が配置されており、アカデミック・ジャ
パニーズの養成を目指したシラバス・デザインとなっている。
　日本語未習者の場合、共通教育科目や学科科目の一部を日本人学生とともに履修しなが
ら1年半で日本語科目の単位を取得し、一般的にはゼミといわれる「プロジェクト研究」（3
年次開始）の履修要件を満たすべく、共通教育科目と学科科目の単位取得を目指すことに
なる。そこで、日本語科目のカリキュラムを考えるにあたり、本学と本学部が目標とする
能力の養成と、専門科目の基礎となる知識の獲得を到達目標として設定した。
　本学のカリキュラム・ポリシーによると、学生が1・2年次に履修することになる共通
教育科目は、「人種、障がい、宗教、文化、性別など様々な違いを認識し、受容するため
の基礎となる教養、多様性を前提とした人間の尊厳、他者の尊厳を尊重する力、および多
様な人々との共生・協働を可能にする基礎的専門知識、コミュニケーション能力、判断力
を身につけることを目的」としている。また、ディプロマ・ポリシーによると、本学部で
は「多様化し複雑化する現代社会の諸問題を多角的な視点から認識・分析し、解決に導く
能力とスキル」の養成を目指している。したがって、日本語科目のカリキュラムを考える
にあたり、ここに掲げられた能力の養成が重要な目標となる。
　次に、本学部のカリキュラム・ポリシーにある学科科目の特徴について述べる。本学部
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では、学科科目は、「文明論の学びを基礎に、社会科学の科目を、国際政策・公共政策・
環境政策の3つの政策コースに対応する形で幅広く開講」されており、学生はこれらの多
様な科目の中から、政策の基礎知識を段階的かつ総合的に学び、その上で自らの興味と関
心に応じて上記3コースより1つの政策コースを選択し、応用的かつ発展的知識を学ぶこ
とになる。したがって、3つの政策コースで扱われるトピックに対応できる基礎知識と専
門分野に関する基本的な用語の修得も日本語科目の重要な到達目標となる。
　本学部の日本語科目は、上述したような共通教育科目と学科科目で目標とされる知識の
獲得およびスキルの養成を念頭にシラバス・デザインがなされたものである。
3．日本語科目における「日本語Ⅲ総合」の位置づけ
　共通教育科目や学科科目では、レポート作成や発表のために多くの専門的文献の内容を
的確に理解するための知識と技術が要求される。
　日本語Ⅱと日本語Ⅲの科目では、「読解」・「表現技術A（口頭表現）」・「表現技術B（文
章表現）」・「総合」と、同じ名称の4科目がそれぞれ設けられている。これらの4科目は、
社会的コンテンツを扱い、活動の対象トピックが一部重なり合うという共通点をもつが、
他の3科目が特定のスキルを分担するのに対し、「総合」は同レベルの他の科目で扱うす
べてのスキルを包括的に用い、それらの科目で養成されたリテラシーを総合的に活用する
という点で異なる特徴を有する。
　いずれのレベルでも「総合」の授業では口頭発表とレポート作成を行う。口頭発表では、
「表現技術A」で養成する口頭表現力はもちろんのこと、資料の収集・選択の段階で内容
を理解するために、「読解」で養成する読解力が必要になり、原稿やパワーポイントのス
ライド作成では、「表現技術B」で養う文章表現力が求められる。レポート作成では、口
頭発表と同様、資料を読解する能力や文章表現力が必要となる。また、「日本語Ⅲ（総合）」
では、最終レポート作成に先立って行われた口頭発表に対する、教員や他学生のコメント
および発表者自身の内省を、それ以降に完成させるレポートに反映させることが求められ
るため、口頭表現力とも無関係とは言えない。さらに、前述のとおり、「総合」で扱うコ
ンテンツは他の3科目で扱うものと一部、重なり合っている。以上のように、他の3科目
で扱われるスキルやコンテンツ、そこで培われたリテラシーは、「総合」での活動へと集
約され統合されるのである。
　次に、「日本語Ⅱ（総合）」と「日本語Ⅲ（総合）」の関連についてみる。「日本語Ⅱ（総
合）」は、同レベルの3つの科目で扱われたスキルとコンテンツが集約・統合される。こ
の授業では、読解および表現技術で学んだことを総合し、日本語Ⅲの基礎となる知識と技
術を習得することを目標とし、専門科目を履修する際に前提となる社会的コンテンツに関
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する基礎知識を学ぶ。「日本語Ⅲ（総合）」においても、同レベルの3つの科目で扱われた
スキルとコンテンツが集約・統合され、さらに、日本語Ⅱレベルまでの日本語科目で学ん
だことと日本語Ⅲで学ぶことを総合し、学部の講義の基礎となる知識と技術を習得するこ
とが目標とされる。最終的に、すべての科目がより高いレベルの「日本語Ⅲ（総合）」へ
とスパイラル的に再集約・再統合されることになり、その活動においては、それまで各日
本語科目で培ってきたアカデミック・ジャパニーズが総合的に求められ試されることにな
るのである。
4．「日本語Ⅲ総合」の授業実践
　内容重視（content based）とは、「言語教育を言語以外の諸教育のカリキュラムと交流
させることによって、言語の学習以外の学習（つまり内容に関わる学習）と言語学習との
統合的学習を成立させることを目指すもの」であり、できたカリキュラムは、言語が背後
に退き、どちらかと言えば言語以外の科目に近いものとなる（岡崎、1994）。つまり、内
容重視では、まず「内容」を優先し、その内容を実現するための手段として言語が学ばれ、
言語はその本質である、思考の手段・伝達の手段として位置づけられているのである。本
学部の日本語科目では、特に日本語Ⅱと日本語Ⅲレベルの「表現技術Ａ（口頭表現）」お
よび「総合」において内容重視の授業を展開し、様々な社会的コンテンツを扱い、アカデ
ミック・ジャパニーズの養成を目指している。斎藤（1998）が述べているように、教科の
内容を導入することで言語学習は「現実的で実質的な意味を持つ学習」となり、学習者の
「知的興味や探究心を喚起し、学習に対する意欲的姿勢」を引き出しやすくする。したがっ
て、これらの科目では、「意味のある文脈の中で、目標言語によって提出される場合に最
も言語習得は促進される」との考えの下、シラバスがデザインされている。
　「日本語Ⅲ（総合）」（2018年度）では、到達目標を以下のように定めている。
　1． これまでの日本語の授業で学んだことを総合し、学部の講義の基礎となる知識と技
術が習得できる。
　2．取得した知識や技術を使い、発表およびレポート作成ができるようになる。
　学科科目では、幅広い視野と実践力を身につけるために国際関係、政治や経済、環境問
題など、現代社会の諸問題や地域固有の歴史や文化に関する文献を理解する力が求められ
る。「留学生は現代日本社会の課題・問題に関する知識へのレディネスがほとんどなく、
世界のそれに関してもレディネスが一様ではない」（山口2013：56）ため、本学部の日本
語科目では、日本語Ⅱレベルから環境問題、社会問題、国際関係、科学技術、政治経済、
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文化といった分野から様々なテーマを扱い、基礎的な知識を提供し、さらに自律的な学習
を促し、知識を広げるため、発表課題やレポート課題を学生に課してきた。これについて
は、2017年度のカリキュラム改正後も大きな変更はない。
　「日本語Ⅲ（総合）」については名古屋キャンパス移転に際し、担当者が変わることもあ
り、授業内容を大幅に変更することにした。次節では2016年度以前のシラバスについて
触れ、次に、学部のアカデミック・リテラシー科目との関連を考え、授業内容の変更が必
要と考えた理由について述べる。
4.1．2016年度以前の「日本語Ⅲ（総合）」
　本学部創設年度である2000年度から2016年度の「日本語Ⅲ（総合）」では、「日本語の
授業で学んだすべての知識を用いて関心を持つテーマを選び、そのテーマに関してデータ
や資料を調べたうえで、説得的な論の展開に必要な事柄をまとめ、それを口頭で発表した
後、レポートで提出する」という授業が行われていた。これは、学部の講義やプロジェク
ト研究（いわゆるゼミ）で必要なアカデミック・ジャパニーズの獲得を目指したものであ
る。
　この授業で具体的に目標とされたのは以下の5つである（2016年度シラバス参照）。
　（1）適切なテーマが選定できる
　（2）テーマにあった資料の収集および整理ができる
　（3）テーマに合った文章構成を用い、論理的な文章が書ける
　（4）わかりやすい発表、適切な質疑応答ができる
　（5）コンピュータが適切に活用できる
　授業はこれらの目標を達成するため、以下の手順で進められた。
　 　仮テーマ選定・仮主題文作成　→　テーマ発表会　→　仮アウトライン作成　→　ア
ウトライン確定　→　メモ付きアウトライン作成　→　リハーサル　→　口頭発表会　
→　レポート第１稿作成　→　レポート最終稿作成
　大まかな授業の流れは上述のとおりであるが、履修者は各段階で必要な資料収集を同時
並行して行うことが求められた。
　テキストは、『研究発表の方法　留学生と日本人学生のためのレポート作成・口頭発表
の手引き』（斎山・沖田、1996）を用いた。本書は日本の大学・大学院で学ぶ留学生のた
めに、日本語で口頭発表やレポートを書く際に必要とされる技能を養うことを目的として
56
外国人留学生別科紀要　第2号
開発されたものである。
　この授業で多くの履修者が最も困難を感じたのがテーマ選定である。この科目の履修者
は日本語Ⅱの各科目で様々な社会的コンテンツを扱った活動を行い、「表現技術A（口頭
表現）」および「総合」ではテーマの選択についても担当教員から何度も指導を受けている。
だが、それでもなお、テーマ選定は難しく、テーマ発表会前後に軌道修正を行うことになっ
た履修者もいた。日本語Ⅱの履修を終え、十分なスキルを習得していてもテーマの選定が
適切なものでなければ、発表準備やレポート作成を順調に遂行することはできない。横内
（2013）が指摘しているように、テーマ選定を難しくしている要素の1つに、社会問題に
関する関心の低さや基礎知識の欠如があげられる。そのため、「日本語Ⅲ（総合）」の担当
者によると、履修者によっては、目標にたどり着くために、かなり手厚いサポートが必要
になり、授業中の個別相談の時間では足りず、授業後も頻繁にサポートする必要があった
という。日本語Ⅱの「表現技術A（口頭表現）」および「総合」、日本語Ⅲの「表現技術A（口
頭表現）」でも同様に手厚いサポートが必要であった。このようなサポートは1年半とい
う短期間でアカデミック・ジャパニーズを養成することを目標としている日本語プログラ
ムでは欠かせないものである。とはいえ、多大なサポートを行うことは履修者の自律的な
学習を損ないかねないというデメリットも生じかねず、担当教員にとっては、どの程度ま
でサポートを行うべきかが常に課題となっている。
4.2．「日本語Ⅲ（総合）」と「基礎演習」との関連
　2000年当初に日本語プログラムのデザインを行った際には、日本語プログラムの集大
成という位置づけであった「日本語Ⅲ（総合）」だが、学部の共通教育科目にはアカデミッ
ク・リテラシー科目の1つとして「基礎演習」科目が設けられており、授業概要と到達目
標に共通する事項があった。「基礎演習」の狙いは「総合政策学部における課題の発見、
問題解決のための基礎的作業を習得させること」で、講義内容には「文献やデータの調査、
資料の収集と整理・加工の仕方、図書館・新聞・雑誌・インターネットの利用法、文献の
要約・引用の仕方、参考文献の扱い方、レポート・論文の作成法、口頭発表・討論の仕方
などを具体的に教授し、実際にレポートを作成させる」と書かれていた。「基礎演習」は
テキストが一度改定されたが、カリキュラム改正前年度である2016年度の到達目標は、「調
査や研究した事柄をまとめて口頭発表をし、討論することができる」「論文の書き方を修
得し、小論文を書くことができる」であり、授業概要は「書籍、新聞、雑誌、インターネッ
トの利用方法を学び、文献、資料収集と整理方法を習得する。調査や研究の手法を理解し、
テーマに沿って、口頭発表、討論、論文の書き方を習得する」となっていたことから、シ
ラバスに大きな変更は加えられていない。
　上述のように、アカデミック・リテラシーの養成を目指す科目として、両者には共通事
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項が多いことがわかる。ただ、「同じアカデミック・リテラシーを目指すとしても日本語
教員と別の専門性を持つ教員が、別の教材を用いて、留学生向けの授業をするのと主に一
般の日本人が学生向けの授業をするのとでは、特に日本語や社会問題に関する意識や扱い
という点において異なるはず」（横内、2013）で、週1コマの「基礎演習」とは異なり、2
コマを使って、別のテーマに取り組ませ、個別指導に十分な時間を割くことで、日本語力
の養成とともにアカデミック・リテラシーの養成も行えたと考える。
4.3．2017年度「日本語Ⅲ（総合）」と「総合政策基礎演習A・B・C」
　2017年度の新カリキュラムでは、学科科目として「総合政策基礎演習A・B・C」が新
設された。2016年度以前の共通教育科目の「基礎演習」で実施されていた内容は改定さ
れた上で「総合政策基礎演習A」となり、大学の勉学において必要なスキルや方法を学ぶ
ための内容が組み込まれている。「総合政策基礎演習B」では、「総合政策学の入門として、
実際の社会的課題とその解決を目的とする政策とのつながりを理解することができるよう
になること」を到達目標とし、「社会的課題となっている具体的なテーマについて、いく
つかの学問分野の視点から、そのテーマがどのように認識され、どのような問題をはらみ、
どのように解決しようとしているかを講義する」という授業概要となっている。さらに、
「総合政策基礎演習C」では、「基礎演習Bの内容を踏まえた上で、基礎演習Aで習得した
読み書きのスキル、文献、資料収集と整理方法を、より高度なスキルと方法へと高めるこ
とを目標」としている。このように、3つの科目とはなっているが、これらは大学で学ぶ
ために必要なスキルとコンテンツを養成するために段階的に設計されており、一連のつな
がりを持った科目となっている。これらの科目を学生は1年次に履修することになり、限
られた時間でこれらの授業の到達目標に対応しなければならないが、これは日本人学生に
とっても容易なことではない。近年、日本人学生の多くにも社会問題に関する関心の低さ
や基礎知識の欠如が見られ、これらの科目で求められるレベルに達するために十分なレ
ディネスがあるとは言えない。同様に留学生も、近年社会問題に対し関心がない学生が増
えており、基礎的知識が明らかに不足している学生が多く見られるようになった。そのた
め、「日本語Ⅲ（総合）」のシラバスの見直しが必要と考え、新カリキュラムが開始される
2017年度から新たなシラバス・デザインによる授業を実施することにした。
4.4．2017年度以降の「日本語Ⅲ（総合）」
　本学部の日本語プログラムでは、日本語Ⅱ終了時点で発表やレポート作成の基礎的なス
キルが習得できるようデザインされている。だが、スキルが十分であっても、テーマの選
定が適切なものでなければ、発表準備やレポート作成を順調に遂行することはできない。
上述したように、日本語Ⅱレベルだけではなく、日本語Ⅲのレベルにおいても、履修者の
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テーマ選定を難しくしている要素の1つには、社会問題に関する関心の低さや基礎知識の
欠如があると考えられた。そこで、新たに「日本語Ⅲ（総合）」のシラバス・デザインを
行う際には、社会的コンテンツの導入を重視することとした。授業の到達目標は「これま
での日本語の授業で学んだことを総合し、学部の講義の基礎となる知識と技術を習得」す
ることであるが、授業全体を2部構成とし、学期前半と後半で課題設定を変えることにした。
　では、ここで、授業で扱うトピックについて述べる。トピックは、本学部で学ぶ社会科
学の科目を念頭に、国際政策・公共政策・環境政策の3つの政策コースに対応するものを
選定した。選定するトピックの主な分野は、環境、国際情勢・国際関係、政治・経済・社
会（教育・福祉を含む）と多岐にわたる。授業で使用する資料は、主に『2017⇒2018年
版　図解まるわかり時事用語』（ニューリテラシー研究所、2017）、『現代用語の基礎知識
学習版2018』（現代用語検定協会、2018）、『今とこれからを知る図解時事用語2017・2018
年版』（畠山憲一（編）、2016）から選定している。
　以下は、授業で扱う各分野に関するトピックの主なものである。
　・環境関連：地球温暖化、エネルギー問題、原発再稼働問題、震災復興
　・国際関係：G7とG20、TPP、EPAとFTA
　・国際情勢：国連、世界の紛争、EU、ユーロ危機、ブレグジット
　・政治・社会：少子高齢化、社会福祉、労働法と働き方、労働政策、憲法改正
　・政治・経済：アベノミクス、国家予算と財政赤字、消費税
　次に、授業の進め方について述べる。
　学期前半の授業では、「国内外で話題になっている時事ニュースとその背景を知り、日
本社会への理解や日本および世界で起きている問題について理解を深め、学部の講義の基
礎となる知識」を学ぶことを中心とした授業を実施する。授業では、まず資料を基にトピッ
クに関する基礎的な知識について学び、問題となっている事柄の背景や原因を整理する。
次にこれらのトピックに関し、学生に前半の課題が課されるが、その課題は、学んだトピッ
クに関連した最新のニュースを探し、どのような状況の変化が起きているのかを報告する
ことである。この際には、ニュースの内容を理解するために必要な背景知識を整理し直し、
ニュースからどのような問題点が見えてくるのか、あるいは新たに何が問題となっている
のか、今後どんな点に注目して状況の変化を見ていく必要があるのかを説明することが求
められる。
　このように学期前半の授業はトピックに関して理解を深めることを重視した授業となっ
ている。後半の授業ではさらに新たなトピックの導入を行うとともに、学生が各自で後半
の課題を進めることになる。後半の課題は、前半のものとは異なり、学期の終盤に行う口
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頭発表とレポート作成を目指したものとなる。学生は次のような手順で課題を進めること
になる。まず、学期前半の学習内容からトピックを選定し、各自でテーマ設定を行う。次
に、テーマに沿って資料収集を行い、レジュメ・提示資料の作成など口頭発表の準備を行
う。さらに、この作業と並行して、レポート作成を進める。
　学期後半の授業の大まかな流れをまとめると、以下のようになる。
　 　テーマ設定　→　アウトライン確定　→　資料収集　→　レジュメおよび提示資料作
成　→　口頭発表会　→　レポート作成
　学期終盤に行われる口頭発表会には、日本語科目担当の他の教員、後輩・先輩留学生、
チューターである日本人学生 1）に参加してもらい、質疑応答を行う 2）。レポート作成は口
頭発表の準備と並行して進められるが、学生には、この口頭発表で得られた教員や他学生
のコメントおよび発表者自身の内省を、最後にレポートに反映させ、完成させることが求
められる。
5．今後の課題
　最後に、今後の課題について述べる。
　2016年度以前の「日本語Ⅲ（総合）」では、日本語Ⅱ終了後、日本語Ⅲを履修し始めた
ところで、テーマを選定することになるため、日本語Ⅱで扱ったテーマを参考にして考え
る学生も多い。日本語Ⅱまでは日本語の表現を学ぶことにも重点を置いているため、イン
ターネット検索による情報を収集し、収集した情報を正しく理解し、それをできるだけ自
分の言葉で表現することができるようにすることが重要になる。その点、「日本語Ⅲ（総合）」
ではまず図書館での文献検索と文献調査が入り口となるため、さらに高度な読解力が必要
となった。また、学生たちは1つのテーマを1学期を通して追い、深めていくことになる
ので、日本語Ⅱで学んだ知識を土台として、より深い問題を扱うことができ、実際に多く
の学生がより難度の高い問題に取り組んできた。ただ、情報を整理し、テーマを深め、考
えをまとめるといった活動が苦手な学生は、どうしても日本語Ⅱレベルで扱った問題の域
を出ず、テーマを深められないといったケースもあった。また、一人ずつ異なるテーマに
取り組むため、個別作業も増え、進捗状況を報告する機会を設けていても情報共有が難し
く、口頭発表会での他の学生からの質疑応答が表面的なものにとどまることも多かった。
　この点に関しては、2017年度以降の授業では、前半の授業で、日本語Ⅱでは扱えなかっ
た分野の社会的コンテンツを学習項目として扱っており、後半の課題で新たなテーマを選
定することになるとはいえ、基礎的な知識については他の履修者と共有したものとなる。
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口頭発表時の質問も、理解不足による表面的なものがないわけではないが、内容を深く問
うものも増えている。ただ、以前と比べ、口頭発表とレポート作成にかける時間が半分と
なるため、テーマ自体を深めることができない学生もおり、トピックの概要発表の域を出
ないものがあることは否めない。
　また、2016年以前は、口頭発表会前にリハーサルを行い、発表会翌週には録画を用い
たフィードバックを行うなど、パフォーマンスのチェックを受ける機会が十分あり、この
ような作業は各自のモニタリングおよび改善につながる利点があったと思われる。2017
年度以降の授業ではこのような作業に割く時間がなく、これらのスキルの向上に関しては、
「日本語Ⅲ（表現技術A）」の活動の中で数回行われる発表会でのパフォーマンスのチェッ
クに頼っている。しかし、2017年度以降は、これらの作業に割く時間を、知識の習得に
割くことにより、学生たちの知的興味を高めることができたのではないかと考えている。
これは学期終了時点で毎回行っている授業へのアンケート調査 3）にも表れており、「授業
で興味が持てた事柄」として「トピック」71.4％、「ニュース報告」50％、「最後の発表」
32.1％が挙げられ、7割以上の学生がトピックへの興味を示した結果からも推測できる。
　学期終了時点でのアンケート調査からは別の課題も見えてくる。「授業で難しかったこ
と、大変だったこと」としては「ニュースを読んで理解する」が46.4％で、理由として挙
げられたのは「言葉がわかりにくく、難しい」が多かった。ニュースは漢語の多用により
簡潔に表現されており、既存知識がないと理解しにくいものが多い。ニュースに関連した
事柄や以前の経緯に関する知識がないと理解できないことも多いが、実はこれがニュース
報告を課題とする目的でもある。授業中に、このような準備を行うことがニュース理解に
は不可欠だと繰り返し説明しているが、用語を調べ、文を理解することに時間がかかる学
生や、ニュースで述べられているどの項目に着目すべきかがわからない学生もいる。その
ため、準備段階で相談に来るよう伝えているのだが、文章を理解することで時間を使い切っ
てしまう学生も多い。授業スケジュールがタイトなため、時間的余裕を十分持って準備を
させるのは難しいが、必要な準備時間を確保できるよう授業スケジュールを調整すること
は今後も課題である。
　2017年度から「日本語Ⅲ（総合）」は新たな授業形態で授業を行っており、試行錯誤し
ながらも今年度末で４学期経過することになる。授業での活動をより充実したものとする
ために、見えてきた様々な課題に取り組み、さらなる工夫を行っていきたいと考えている。
（注）
1） 本学部の留学生に対しては毎学期、応募してくれる日本人学生にチューターを依頼している。
チューターとは留学生と日本人学生が1対1でペアとなって活動するもので、日本語を使っ
て大学生活や勉強などについて話し合い、自然な日本語会話の場を留学生に提供するための
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活動である。
2） 2016年度以前は授業時間が午後であったことから、授業が入っていない多くの教員や後輩・
先輩留学生、日本人学生の参加が可能であったが、2017年度からは授業時間が午前に移動
したため、それぞれの履修授業と重なり、多くの人に参加してもらうことが難しくなってい
る。
3） アンケート調査は2017年度春学期から2018年度春学期終了時までの3回、無記名により行っ
たもので、履修者数は合計28名であった。
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A Japanese Presentation Class to Cultivate Academic 
Japanese
Kazuyo YAMAGUCHI
Abstract
　 This paper is a practical classroom report on the Japanese Ⅲ “Presentation” class 
offered to second–year foreign students in the Faculty of Policy Studies at Nanzan 
University.
　 Courses in the Japanese Language Program in this faculty are defined as ‘general 
education’ courses.  With the aim of helping students acquire in a limited period the 
Japanese with which they can manage as undergraduates, we offer a program which 
focuses on academic Japanese.  Before 2016, students taking this course were required 
to draw upon previously introduced academic Japanese skills to give a presentation and 
then write a paper at the end of the semester.  Accompanying the overhaul of the faculty 
curriculum in 2017, however, the syllabus of the Japanese Ⅲ “Presentation” class was 
revised.  Presently, during the first half of each semester, students study current news 
topics, find the latest news themselves about what they have read, and then give one 
presentation.  In the second half of the semester, students are required to choose a 
research theme, give a longer presentation and write a report.
　 In this paper, I outline the present Japanese Language Program, clarify the position of 
the Japanese Ⅲ “Presentation” class within the program, report on Presentation class 
classroom activities, reflect on the effectiveness of this class, and suggest future 
directions to further improve the class.. 
KeyWords：academic Japanese, academic literacy, social contents, specialized field, 
content-based
